
令和５年度（２０２３） 英語科 シラバス 
 

科 目 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 単位数  ３ 履修学年・クラス（講座） ２学年 

使用教科書  COMET English Communication Ⅱ(数研出版) 

補助教材等  COMET ﾍﾞｰｼｯｸﾉｰﾄ(数研出版), ATLAS(桐原書店),  

DataBase3000(桐原書店), 同 WORKBOOK A、B (桐原書店) 

 

１ 学習の到達目標 

聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書くことの五つの領域別に設定す

る目標の実現を目指し，英語を運用するための基礎的知識・技能を習得するとともに，英語を使って

他者とのコミュニケーションを取ろうとする態度を養う。                                                                       

 

２ 学習方法等（授業担当者からのメッセージ） 

 

〇本校で一年間英語の授業を受けた経験者の皆さん、学習のペースや目標値が分かってもらえたの

で、昨年度苦労した人は同じことを繰り返さず、もっと深い学習が必要だと思う人は授業の中だけで

満足せず、学習を続けてください。 

〇間違いを恐れない。英語は失敗を重ねながら上達するものです。「できたところ」はすでに習得して

いるところ。間違えたところは「宝」だと思って大切にしましょう。 

〇コミュニケーションは、相手がいて成立します。お互いによい雰囲気で活発なやり取りをしましょ

う。 

〇その日の課題はその授業中にやりきる。答えはすべて授業中に提示されます。忘れないようにノー

トに書き取る努力を求めます。 

  
 

３ 学習評価 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

科目ごとの

評価の観点

の趣旨 

①長めの英文を読

み、イラストや写真

を参考にして要点を

理解できる。 

②簡単な英文を聞い

て、必要な情報を聞

き取れる。                      

③これらの活動に必

要な語彙、表現方

法、文法的知識を身

に付けている。 

①自分の伝えたいことを簡

単な英語で表現（書く/会

話する/発表する）ことが

できる。       

②聞く人に理解してもらえ

る程度の発音・アクセン

ト・発声が身についてい

る。 

③書く時のルールにのっと

って英文を書いている。 

④これらの活動に必要なコ

ミュニケーション能力を身

に付けている。  

①英語でのコミュニケーション

を積極的に取ろうしている。  

②教師からの問いかけに答えて

発言しようとする。 

③知識・技能を身に付けよう

と、授業中の課題に真剣に取り

組み完成させようとしている。  

④家庭学習にも取り組んで、語

彙を増やし、学びを深めようと

している。 

⑤課題を期限に間に合って完

成・提出しようとしている。 

主な 

評価方法 

定期テスト  ①パフォーマンステスト 

②ペア・グループ活動での

取り組み  

①グループ活動に取り組む態度 

②授業中の取り組み、発言 

③課題・単語学習の取り組み  
 

 

 

 

 



４ 学習及び評価計画 

※評価の観点：（a）知識・技能、（b）思考・判断・表現、（c）主体的に学習に取り組む態度 

（注）(c)はすべての学習活動において、授業中での積極的な発言やコミュニケーションをとろうとい

う態度、授業中／期日までに課題を完成させようと努力する姿勢を評価する。 

 

月 単元 教材 
時 

数 
学 習 内 容 評 価 規 準 

 

4 

 

 

5 

 

 

 

L1.  

Places Worth Visiting 

 

ATLAS 不定詞(3) 

30 

 

内容理解訪れた場所につい

てメールで紹介する。 

文法 want+(人)+to-不定詞 

GOAL 行ってみたい場所を英

語で紹介する。 

 

 

(a) 旅先での体験について書かれたメール文を

読み取ろうとしている。 

want＋(人)＋to-不定詞の用法を理解する。 

(b) 行ってみたい場所について，学習した語彙や

言語材料を用いて，自分の意見を書いてから

情報交換をしようとする。 

6 

 

L2.  

Iwago Mitsuaki:  

Animal 

Photographer 

 

 

 

 

内容理解動物写真家が，撮影

において重要だと気づいたこと

や撮影のコツを語る。 

文法疑問詞+to不定詞 

GOAL 好きな写真を英語で紹

介する。 

 

 

(a) 岩合氏の体験やネコを撮影するコツについて

理解を深めるために，本文の内容を読み取

り，概要や要点を把握しようとしている。 

疑問詞＋to不定詞の用法を理解している。 

(b) 選んだ写真について的確に説明しようとして

いる。 

7 

 

8 

 

9 

 

 

 

L3. The Haka 

 

ATLAS分詞(1)(2) 

 

 

42 

 

内容理解ニュージーランド

からの留学生が，マオリ族

の伝統舞踊「ハカ」について

発表する。 

文法分詞 

GOAL 世界の文化を英語で紹

介する。 

 

(a) ハカについて理解を深めるために，本文の内

容を読み取り，概要や要点を把握している。 

 

 

分詞の用法を理解している。 

(b) 興味をもった文化を、聞いている人がわかり

やすい英語で発表する。 

 

10 

 

 

11 

 

 

 

L4. Digital Detox 

 

 

 

内容理解デジタル機器との

関わり方に関する記事を読

み，意見を交換する。 

文法 if節・疑問詞節 

GOAL デジタル機器との関わり

方について、自分の考えを述

べる。 

 

 

(a) 説明を読んで，情報や考えなどの概要をとら

えようとする。 

 

if節・疑問詞節に関する事項を理解している。 

 

(b) メリット／デメリット双方について話し合える。 

 

 

12 

 

1 

 

2 

 

 

L5. Goal Setting 

 

ATLAS Plus不定詞 
33 

 

内容理解目標を達成するた

めに効果的な目標設定のし

かたを紹介。グラフと報告

書から概要をまとめる。 

文法 seem+to-不定詞 

GOAL 目標を英語で述べる。 

 

(a) 目標設定において重要なことについて理解を

深めるために，本文の内容を読み取り，概要

や要点を把握しようとしている。 

 

seem+to-不定詞の用法を理解している。 

(b) 自分の目標を述べ、そのために必要なステッ

プを考え、英語で表現する。 


